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日　時
：平成28年10月１3日（木）18:00～20:00
場　所
：マイドームおおさか　８階　第３会議室
出席者　：多々納部会長・綾委員・大石委員・田中丸委員　計4名（欠席：堀委員）
まとめ

概　要　：〔以下、○委員　●事務局〕
(1) 淀川水系猪名川下流ブロック（余野川、箕面川）の当面の治水目標の設定について
＜箕面川について＞

○箕面川については、当面の治水目標を現状維持とすることで了承。
＜余野川について＞

○猪名川本川の受入流量の条件を明確にした上で、余野川での溢れも考慮して治水目標を検討すること。
○受入流量を上限とすることで、府域の当面の治水目標の考え方に不整合が生じることのないよう、公平性の担保を確保すること。
○余野川の当面の治水目標は時間雨量65ミリ程度対応とし、上記指摘事項に対する対応を、次回以降の審議会の場で説明すること。
(2) 淀川水系神崎川ブロック（茨木川・佐保川、勝尾寺川）の当面の治水目標の設定について
＜茨木川・佐保川＞

○時間雨量65ミリ程度対策と80ミリ程度対策の事業効率の差が僅かであるため、費用の試算について不確定な項目について確認できるようにすること。
○時間雨量65ミリ程度対策実施後における80ミリ程度降雨に対しては危険度Ⅲが残るため、当該箇所への対応を検討すること。
○茨木川・佐保川の当面の治水目標は時間雨量65ミリ程度で現状維持とし、上記指摘事項に対する対応を、次回以降の審議会の場で説明すること。
＜勝尾寺川について＞

○勝尾寺川については、当面の治水目標を現状維持とすることで了承。
淀川水系猪名川下流ブロック（余野川、箕面川）の当面の治水目標の設定について


・箕面川については、当面の治水目標を現状維持とすることで了承。


・余野川については、当面の治水目標を65ミリ程度対応とすることで了承。


ただし、猪名川本川の受入流量について、引き続き条件整理すること。


淀川水系神崎川ブロック（茨木川・佐保川、勝尾寺川）の当面の治水目標の設定について


・茨木川・佐保川、勝尾寺川については、現状維持とすることで了承。


ただし、茨木川・佐保川においては、整備後に残る高リスクへの対応を明記することを治水専門部会の付帯意見とする。
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